
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
政
下
で
被
害
を
受
け
て
き
た
区
民
福
祉
の
向
上

に
光
を
当
て
る
べ
き
で
す
。 

有
名
作
家
に
作
成
を
依
頼

し
た
減
税
自
治
体
構
想
の

紹
介
漫
画 

区民周

分で、

民が「

知らな

明らかに

税
金
が
宙
に
浮
い
た
状
態
で
す
。
区
長
に
よ
る
新
規

事
業
の
乱
発
や
大
規
模
開
発
に
備
え
た
基
金
の
積

み
立
て
な
ど
に
使
わ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
山
田
前

有

作
家
に
作
成
を
依
頼

知が不十

多くの住

構想」を

いことが

に。（右） 

20

日

減
税
自
治
体
構
想
な
き
あ
と
、
年
間
百
億
近
く
の

新

012.4.5 №

日本共産党

か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
廃
止
案
に
は
手
の
ひ
ら
を
返
し

て
賛
成
し
ま
し
た
。
時
の
区
長
に
追
随
し
、
区
民
生
活

の
被
害
な
ど
を
顧
み
な
い
姿
勢
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

№67 

党杉並区

し
て
き
ま
し
た
。 

※
一
〇
〇
人
規
模
の
認
可
保
育
園
を
５
施
設
整
備
す
る
の
に
約
一

〇
億
円
、
国
公
有
地
を
使
っ
た
大
規
模
特
養
ホ
ー
ム
で
十
数
億
円
。

と
一
刀
両
断
で
、
答
弁
に
食
い
違
い
が
出
ま
し
た
。 

一
方
、
自
民
・
公
明
・
民
主
な
ど
は
山
田
前
区
政
時

代
に
減
税
自
治
体
構
想
を
大
絶
賛
し
て
い
た
の
に
も

か
か
わ

ず
、
今
回
の
廃
止
案
に
は
手
の
ひ

を
返
し

区議会議

頭
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
区
民
周
知
に
努
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
五
〇
億
円
が
ど
れ
だ
け
の
福
祉
を
向
上

で
き
る
か
、
具
体
例
を
示
し
て
（
※
）
論
戦
を
展
開

期
せ
ぬ
経
済
情
勢
の
変
化
」
「
大
震
災
の
影
響
」
な
ど

と
問
題
の
本
質
を
曖
昧
に
す
る
説
明
に
終
始
し
ま
し

た
が
、
当
の
田
中
区
長
は
「
リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
る
」

一
刀
両
断
で
、
答
弁
に
食
い
違
い
が
出

し
た
。

議員 

で
意
味
が
無
く
、
区
民
合
意
も
な
い
強
引
な
手
続
き

が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
当

初
か
ら
反
対
し
て
き
ま
し
た
。
全
戸
ビ
ラ
配
布
や
駅

今
回
の
条
例
廃
止
に
対
し
て
、
区
幹
部
職
員
は
「
予

期
せ
ぬ
経
済
情
勢
の
変
化

「
大
震
災
の
影
響

な
ど

杉

TE
 

ホ

ht

後
の
住
民
税
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
構
想
で
す
。 

党
区
議
団
は
、
こ
の
構
想
が
税
の
再
分
配
機
能
を

破
壊
し
、
低
所
得
者
に
は
負
担
が
重
く
な
る
ば
か
り

 
 
今回、

田前区政

絶賛して

「繁栄を

「どの国

（公明）、

民主党は

していま
 

各
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さ
れ
ま
し
た
。 

減
税
自
治
体
構
想
は
毎
年
一
五
〇
億
円
の
税
金

で
国
債
等
を
買
い
あ
さ
り
、
そ
の
利
子
で
一
〇
〇
年

態度を替え

政時代、減税

ていました。

を生む大事業

国にもない

、 
は学校で教え

ました。 

政党の賛

条例制

民 賛成

明 賛成

主 賛成

産 反対

寺２－２－

9973-0941
ジ 
adakohei.j

第
一
回
定
例
議
会
で
は
、
山
田
前
区
政
時
代
に
制

定
さ
れ
た
「
減
税
基
金
条
例
」
の
廃
止
条
例
も
審
議

えた自公民

税自治体構

 
業」（自民党

壮大な取り

えるべきとも

賛否の状況

定 条例廃

成 賛成

成 賛成

成 賛成

対 賛成

１１

jp 

は、山

想を大

党）、 
り組み」

も発言 

況 

廃止

成 

成 

成 
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学生

ロキ

間、

介

いう

の世

無い

同

す。

く頑

下
井
草
の
国
公
有
地
を
上
保

候
補
と
調
査
（
詳
細
右
下
） 

大
な
土
地
の
取
得
に
、
背
を
向

け
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

プロ

プロキッ

ュースでも

時代のプロ

ックボクサ

勝利を積み

護施設に勤

ハードスケ

界で勝利す

と思います

期の頑張っ

なかなか、

張ってほし

と
は
大
問
題
で
す
。

区
民
の
た
め
に
、
様
々
な
用

途
で
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
広

大

土
地

取
得

背

ロレス研究

ックボクサ
 

も何度か取

ロ研同期・

サーとして

み上げてい

勤務しなが

ケジュール

するという

す。 
っている姿

応援にも

しいもので

と
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

国
に
対
し
、
杉
並
区
が
土
地

取
得
を
名
乗
り
出
な
か
っ
た
こ

４

し

お

究会の同期

サーとして

取り上げてき

亀甲谷友則

活躍してい

るようです

ら夜間に練

ルをこなしな

のは並大抵

姿には、私も

行けません

す。ガンバ

〇
㎡
）
以
上
の
国
公
有
地
の
調

査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
民

間
に
売
却
さ
れ
た
土
地
が
次
々

４月１日の試

したそうです

おめでとう！

 

期 
て活躍 
きましたが

則さんが、

います。こ

す。 
練習をする

ながら、プ

抵の努力で

も励まされ

んが、ケガ

バレ～！ 

議
会
後
、
一
定
規
模
（
二
〇

試合にも勝利

す。 

 

が、

プ

の

と

プロ

では

れま

ガ無

祉
施
設
の
増
設
や

防
災
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
確

保
な
ど
に
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

隣

広大

大規

特別

い
た
。 

調
査
活
動

協

だ

最
寄

の
土
地

つ
い
て
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

※
既
に
売
却 

利

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

 

区
内
に
は
国
が
所
有
す
る
国
有
地
が
多
数
存
在
し
て
い

ま
す
（
右
下
表
）
。
そ
の
活
用
に
本
気
で
取
り
組
め
ば
、
福

祉
施
設
の
増
設
や
、
防
災
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
確

隣の小学校舎

大な駐車場や

規模な福祉施

別委員会でも

約
八
九
〇
㎡
の
土
地 

調
査
時
、
「
売
地
」
の
看
板
が

立
て
ら
れ
、
建
売
住
宅
用
と
見

ら
れ
る
境
界
線
が
引
か
れ
て

1 善

2 清

3 高

4 宮

5 宮

6 善

7 井

8 成

9 成

10 下

11 阿

12 下

13 本

14 下

15 本

16 成

調
査
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
最
寄
り
の
土
地
に

区
は

施
設
整
備
が
進
ま
な
い
理
由
を
「
土
地
が
足
り
な

い
た
め
」
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
議
会
の
質
疑
を
通
じ
て
、

国
公
有
地
の
活
用
に
は
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

舎の半分ほど

や区の施設が

施設を増設で

も取り上げた

斜
線
部
分
が
国
公
有
地 

（
下
井
草
四
丁
目
二
十
一
番
）

所在地 
善福寺１－３

清水２－２５

高井戸東３－

宮前４－２ 
宮前４－２６

善福寺４－１

井草３－２７

成田西１－２

成田西１－２

下高井戸２－

阿佐谷北３－

下井草４－２

本天沼３－１

下井草４－３

本天沼１－２

成田西２－６

一
定
の
前
進
面
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
各
計
画
は
、
こ
の
間
の
福
祉
施
策
の
不
足
分
を

補
う
規
模
で
は
な
く
、
施
設
整
備
の
遅
れ
は
顕
著
で
す
。 

区
は
、
施
設
整
備
が
進
ま
な
い
理
由
を
「
土
地
が
足
り
な

どもある土地

があり、それ

できる可能性

たが、売却さ

土地

３１ 
５ 
－３０ 

６ 
１６ 
７ 
２１ 
２１ 
－１ 
－３３ １

２８ 
１８ 
３１ 
２４ 
６ 

田
中
区
政
に
な
り
、
福
祉
施
策
で
は
「
認
可
保
育
園
」
や

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
の
増
設
計
画
を
立
て
る
な
ど
、

一
定
の
前
進
面
が
あ

ま
す
。

地で、隣接地

れらも活用す

性もあった。

された。 

地面積（㎡）

４１８ 
５０２ 
５０８ 
３１３ 
４１４ 
６３７ 
７２１ 
７２６ 
３９８ 
２９８ 

１９５３※

２２６ 
４６０ 
４３６ 
２２２ 
４７３ 

地には

すれば

。予算


